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４ ３ ２ １ 番
号 

訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、

介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早

急
に
行
う
こ
と
を
国
に
求
め
る
こ

と
、
並
び
に
市
独
自
の
支
援
策
策
定

を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願 

米
の
増
産
政
策
等
を
国
に
求
め
る
意 

見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願 

「
消
費
税
五
％
へ
の
減
税
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願 

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
を
も
と
め

る
意
見
書
」
提
出
に
つ
い
て
の
請
願 
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員 

相
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馬
市
内 

相
馬
市
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馬
市
内 

請 

願 

者 

住 

所 

相
馬
方
部
介
護
保
険
事
業
所 連

絡
会 

会
長 

 

 

相
馬
市
民 

相
馬
市
民 

相
馬
市
民 

請 

願 

者 

氏 
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備
考 



１ 
 

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
を
も
と
め
る
意
見
書
」
提
出
に
つ
い
て
の
請
願 

 

請
願
趣
旨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇
二
三
年
十
月
に
、
複
数
税
率
に
対
応
し
た
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
制
度
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
で
は
な
い
事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
で
は
税
額
控
除
が
で
き
な
い
た
め
、
主
に
小
規
模
事
業
者

や
個
人
事
業
者
で
あ
る
免
税
事
業
者
は
、
取
引
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
を
求
め
ら
れ
、
発
行
で
き
な
い
場
合
は
、
不
当
な
値
引
き
や
取
引

の
打
ち
切
り
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
る
と
、
消
費
税
の
申
告
・
納
税
が
義

務
づ
け
ら
れ
、
税
負
担
と
事
務
負
担
の
二
重
の
負
担
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

制
度
導
入
か
ら
一
年
八
か
月
経
過
し
ま
し
た
が
、
小
規
模
事
業
者
等
か
ら
は
、
減
収
や
税
負
担
の
増
に
よ
っ
て
経
営
状
況
が
悪
化
し
た
と

の
切
実
な
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
係
る
経
理
事
務
が
過
大
に
な
っ
て
い
る
と
の
訴
え
も
噴
出
し
て
い
ま
す
。
制
度
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者
に
な
っ
た
場
合
に
三
年
間
は
納
税
額
な
ど
の
軽
減
措
置
な
ど
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
負
担
軽
減
策
は
不

十
分
で
あ
り
、
事
業
活
動
へ
の
深
刻
な
影
響
は
決
し
て
看
過
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材
料
等
の
高
騰
が
長
期
化
し
、
人
材
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
経
営
環
境
は
一
層
の
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
係
る
負
担
を
小
規
模
事
業
者
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
電
子
帳
簿
保
存
法
に
よ
っ
て
、
契
約
書
な
ど
電
子
デ
ー
タ
を
一
定
の
形
態
で
保
存
す
る
等
を
義
務
付
け
る
電
子
帳
簿
等
保
存
制
度

は
、
特
に
小
規
模
事
業
者
か
ら
は
事
務
が
あ
ま
り
に
も
煩
雑
で
、
事
業
活
動
に
支
障
が
生
じ
か
ね
な
い
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

以
上
の
趣
旨
か
ら
左
記
事
項
に
つ
い
て
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
請
願
い
た
し
ま
す
。 
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一
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
廃
止
す
る
こ
と
。 

    

令
和
七
年
六
月
五
日 

 

相
馬
市
内 

 
 

 
 

相
馬
市
民 

 

相
馬
市
議
会
議
長 

 

高
玉 

良
一 

様 
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「
消
費
税
五
％
へ
の
減
税
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願 

 

請
願
趣
旨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
引
く
物
価
高
で
庶
民
の
台
所
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
米
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
四
千
円
を
超
え
る
な
ど
野
菜
を
含
め
高
値
が
続
い
て
い

ま
す
。
県
民
か
ら
は
「
物
価
高
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。
我
慢
も
限
界
。
買
い
物
す
る
の
が
怖
い
、
消
費
税
を
下
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
切

実
な
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

内
閣
府
の
世
論
調
査
で
は
、
政
治
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
二
年
連
続
で
「
物
価
対
策
」
が
最
も
多
く
な
り
、
物
価
高
へ
の
家
計
の
影
響

が
長
期
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
一
連
の
世
論
調
査
で
六
～
七
割
が
「
消
費
税
減
税
」
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
国
民
か

ら
強
く
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。 

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
う
え
で
、
最
も
効
果
が
あ
る
の
は
、
消
費
税
減
税
で
す
。
五
％
減
税
す
れ
ば
平
均
世
帯
で
年
間
十
二
万
円

の
減
税
に
な
り
ま
す
。
世
界
で
は
、
百
十
の
国
と
地
域
で
日
本
の
消
費
税
に
あ
た
る
付
加
価
値
税
を
減
税
し
て
い
ま
す
。 

政
府
は
社
会
保
障
の
た
め
と
繰
り
返
し
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
国
民
負
担
は
増
え
る
ば
か
り
で
す
。
不
公
平

な
税
制
を
た
だ
す
会
の
試
算
で
は
、
大
企
業
や
富
裕
層
を
優
遇
す
る
不
公
平
な
税
制
を
正
せ
ば
消
費
税
を
減
税
す
る
財
源
が
生
ま
れ
る
と
試

算
し
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
な
か
で
、
国
会
で
も
消
費
税
減
税
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
大
の
焦
点
は
財
源
を
ど
う
す
る
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
各
党
か
ら
、
赤
字
国
債
発
行
、
政
府
基
金
、
大
企
業
や
富
裕
層
の
優
遇
税
制
の
見
直
し
な
ど
の
方
法
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

恒
常
的
な
消
費
税
引
き
下
げ
の
た
め
に
は
大
企
業
、
富
裕
層
優
遇
税
制
の
見
直
し
が
最
も
望
ま
し
い
財
源
で
す
。
石
破
首
相
は
国
会
で
、
「
大

企
業
の
内
部
留
保
や
法
人
税
を
ど
う
す
る
か
、
税
制
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
」
と
述
べ
、
こ
の
道
へ
の
関
心
を
表
明
し
ま
し
た
。 



２ 

以
上
を
踏
ま
え
、
左
記
事
項
に
つ
い
て
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
請
願
し
ま
す
。 
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一
、
消
費
税
を
五
％
へ
減
税
を
す
る
こ
と
。 

    

令
和
七
年
六
月
五
日 

 

相
馬
市
内 

 
 

 
 

 

相
馬
市
民 

 

相
馬
市
議
会
議
長 
 

高
玉 

良
一 

様 
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米
の
増
産
政
策
等
を
国
に
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願 

 

請
願
趣
旨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

世
界
的
な
食
糧
の
需
給
ひ
っ
迫
と
円
安
な
ど
に
よ
り
食
料
品
の
値
上
げ
が
相
次
ぐ
中
、
米
不
足
と
米
価
の
値
上
が
り
が
生
活
苦
に
追
い
打

ち
を
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
需
要
減
を
理
由
に
減
反
・
減
産
政
策
を
取
っ
て
き
た
結
果
、
主
食
用
米
が
足
り
な
い
事
態
に
至
り
、
こ
う

し
た
混
乱
を
生
ん
で
い
ま
す
。 

直
ち
に
主
食
の
米
が
不
足
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
増
産
政
策
に
切
り
替
え
、
消
費
者
が
「
安
心
し
て
食
べ
続
け
ら
れ
る
」
、
生
産
者
は
「
安

心
し
て
作
り
続
け
ら
れ
る
」
食
糧
政
策
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
国
で
行
わ
れ
て
い
る
価
格
保
障
、
所
得
補
償
に
よ
っ
て
農
家
の
収
入
を
支
え
る
政
策
が
不
可
欠
で
す
。 

気
候
危
機
や
国
際
的
な
紛
争
、
経
済
摩
擦
な
ど
に
よ
っ
て
、
国
民
の
食
糧
確
保
が
担
保
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、
食
糧
自
給
率

を
高
め
る
政
策
の
確
立
が
必
要
で
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
者
、
消
費
者
双
方
を
守
る
為
、
左
記
事
項
に
つ
い
て
国
に
要
望
さ
れ
ま
す
よ
う
請
願
致
し
ま
す
。 
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一
、 

主
食
用
米
の
減
反
・
減
産
政
策
を
改
め
、
十
分
な
備
蓄
が
可
能
と
な
る
生
産
計
画
を
確
立
す
る
こ
と 

二
、 

農
家
数
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
、
価
格
保
証
、
所
得
補
償
政
策
を
確
立
す
る
こ
と 

三
、 

食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
安
易
に
輸
入
に
頼
る
こ
と
な
く
、
食
料
自
給
率
を
大
き
く
高
め
る
政
策
を
確
立
す
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上 
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和
七
年
六
月
五
日 

 

相
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議
会
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良
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訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を 

国
に
求
め
る
こ
と
、
並
び
に
市
独
自
の
支
援
策
策
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願 

 

請
願
趣
旨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
が
二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
、
怒
り
と
不
安
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
身
体
介
護
、
生

活
援
助
な
ど
を
行
う
訪
問
介
護
は
、
在
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
在
宅
介
護
が
続
け
ら

れ
ず
「
介
護
崩
壊
」
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。 

訪
問
介
護
は
と
く
に
人
手
不
足
が
深
刻
で
す
。
長
年
に
わ
た
る
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
の
引
き
下
げ
で
、
ヘ
ル
パ
ー
の
給
与
は
常
勤
で
も

全
産
業
平
均
を
月
額
約
六
万
円
も
下
回
り
ま
す
。
ま
た
有
効
求
人
倍
率
は
二
十
二
年
度
で
十
五.

五
倍
と
異
常
な
高
水
準
で
す
。 

政
府
は
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
引
き
下
げ
て
も
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
加
算
で
カ
バ
ー
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
加
算
を

受
け
て
い
る
事
業
所
は
基
本
報
酬
引
き
下
げ
で
減
収
と
な
り
、
そ
の
他
の
加
算
も
算
定
要
件
が
厳
し
い
も
の
が
多
く
、
基
本
報
酬
引
き
下
げ

分
を
カ
バ
ー
で
き
な
い
事
業
所
が
出
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
介
護
人
材
の
確
保
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
だ
け
で
す
。 

以
上
の
事
由
か
ら
、
左
記
事
項
に
つ
き
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
に
も
と
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
財
務
大
臣
に
対

し
別
添
意
見
書
（
案
）
の
提
出
を
決
議
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
相
馬
市
独
自
の
支
援
策
を
策
定
し
て
頂
き
た
く
請
願
致
し
ま
す
。 

 

請
願
項
目 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
、
訪
問
介
護
基
本
報
酬
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、
報
酬
引
き
上
げ
の
早
急
な
再
改
定
を
国
に
求
め
る
こ
と 

 

二
、
訪
問
介
護
事
業
者
に
対
す
る
市
独
自
の
支
援
策
を
策
定
す
る
こ
と 
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令
和
七
年
六
月
五
日 

 

相
馬
市
内 

相
馬
方
部
介
護
保
険
事
業
所
連
絡
会 

会
長 

 

 

相
馬
市
議
会
議
長 

 

高
玉 

良
一 

様 


